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前報(1)の白鼠t乙於ける~験で穆酸 Ca は、対照、にmいTこ乳酸 Ca Iζ比較すれば劣るが、 明らか
に利用されるものである乙とを確認した。
吾kの食生活iζ於いては、殆んど諺酸Caのみを Ca源として摂取する乙とはなく他の Ca塩と
共に務酸 Caを摂っていると考えられる。従って荏酸 Caの利用について考えるとき、当然乙の問
題についても研究を及ぼす必要があると思われる。幸い Ca45が入手出来たので乙の研究が可能に
なった。
実験 方 .法
試験動物は成熟雌白鼠 (128-253g)を6匹と幼若雌白鼠 (70-85g)を6匹用い、試験期間{ま成
熟白鼠について昭和29年3月、4月、tJ}若白鼠は5月、6月lζ行った。
成熟白鼠、tJ}若白鼠共lζ各k2匹づhを一幹とし、1匹づ〉筏tζ入れた。
Caの利用率を見る場合、相当の準備期聞をおき本5実験開始前の個体差をなるべく少くする必要
のある乙とについては速水∞の報告がある。乙 hでは笑験前10日聞をζのための準備期間とし、同
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一の標準飼料を自由に摂取せしめた。此の
標準飼料の Ca 合有量は大休 3∞mg~6であ
って白鼠に対する飼料中の Ca含有率は
2∞mg~6が至適域の最低であるからω、 乙
の標準飼料の Ca含有量は適量であると考
える。
5定員会第1日{ζ第2表の如き試験飼料を与
えた。第2表中穆酸 Caはラベルされたも
ので成熟白鼠は 24.9μc、 幼諸白鼠は 10.3
μcで‘ある。普通 isotopeを動物に経口的K
.与える方法としては stomachtubeで与え
たり、或は注射針の先を太くして動物の口
に滴下する方法等行われているが、吾々は
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試験試料をtj、ビー カーに入れ 第 2表 2式験飼料
て少量の水を静かにそ hぎガ
ラス棒で機持して団子にして
与えた。この方法では飼料が
ガラス壁や棒にほとんどっく
T 乙となく因子にする ζとが出
来る。乙の因子を硫酸紙lこっ
小麦粉 (gT } 
彦峨 Cd(mgT) 
添加ICa (mg) 
activity 
|第1l跨(Diet1) 1第2表山 t2) 1第3表(Diω)
l'鰍悶|純白鼠抑制鼠|幼若白抑制鼠|雌白鼠
2 1 2 1 2 1 
12.4 15.0 12.4 15.0 12.4 
乳椴Ca事L~費Ca 炭酸Ca炭MCa.M'2健司量Ca
15.0 15.0 15.0 15.0 15.0 
111552 52334 111552 52334 111552 52334 
けて与えた。試験試料を食ベ キ Cal' t Caとしての震設
終えた動物は乙の日のみ低 Ca飼料を与え、第2日-6日は再び標準飼料に切り換えて自由民摂取
せしめ、投与量と残余霊より摂取した食餌量と Ca量を算出した。尿及び糞は匁IJk(L採取した。方
法は速水ωにならって、ホーローびきのパットに波紙を敷き、薬の通過出来ない網で作った台を置
いて、その上IC動物穏をおくζ とにより、別klζ集める ζとが出来る。尿、糞は毎日集めた。白鼠
は6日自にクロロホルム麻酔にて殺し、胃腸、肝臓、を切りとり、残りの屍体全部よ胃腸、肝臓、
奨、尿ぞ吸った溜紙は総て電気炉にて 6∞。C附近にて灰化後1: 3塩酸に溶解、 一定量に稀釈し
てその一部を Caの定量と Ca45の activityの測定に用いた。 Caの定量法は前報(1)と同様尿
紫法を用いた。
Ca45の activity測定は正確を期すべぐ一分間当りの count(cpm)をなるべく 1∞ 以上になる
ように、 叉 selfabsorptionの影響を少くするために沈澱量は 20mg以下になるよう考慮して一
定量をとり、尿素法により諺酸 Caの沈澱を作成し、特殊のグラスフィルター (第1図)を用いて
第一図 上下に別けられるグラスフイ
Jレター
総紙上面積3.14cm2I乙均一な状態に沈澱を集める。 これは
sampleと G.M.counterとの聞に問ーな条件を作るための
ー処置である。次lζ1:t澱物はセラックの95%アルコー7レ溶
液で漉紙に固定し、 静かにフィルターより取はずし直径
2.7cm深さ 0.2cmの軟脊缶に入れて固定し、電球熱で乾燥
後、G.M. counter (神戸工業製 G.M 132 End-windowの
厚さ 2mg/cm2)で総て同一条件のもとに測定を行った。測
定時間は back-ground，activityの比より表によって求め
3-30分間測定ω、同ーの sampleは二度以上測定してその
平均値を求めた。向軟膏缶と漉紙は予め秤量しておき、喜酸
Caの沈癒を集め乾燥後、 再度秤量して沈澱量を求めて
self absorptionの補正に用いた。
乙の;悌として測定した数値は 1) background を差引き
2)器械の感度による補正、3)沈般の厚さから生ずる誤差、
~fl ち self absorptionの補正 4)測定期日のずれからくる
補正を行った。 そのうち selfabsorptionの補正には
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|動物番号 I1 I 2 
2 
??
?
?
?????
?
?
??
成屍体Cas:(mg) 2374.5 2075.0 1546.0 2270.5 
黙
Ca娯取量(mg) 278 289 230 293 
~中排粧抵(mg) 244 267 225 254 
自尿巾排池袋(mg~ 49 44 137 30 
鼠不IJ m ~1(%) 12.2 7.8 13.3 
f，JJ 屍体Cai誌(mg) 1299.1 1558.3 1326.7 1274.2 1167.7 1184.7 
~ Ca娯取i立(mg) 359 341 334 324 329 310 党巾排1立公(mg) 198 203 188 . 184 240 193 
自尿中排丹生母(mg) 24 19 22 14 17 19 
鼠利用率(%) 44.9 40.6 43.6 43.2 27.1 37.6 
Norris et al.ωの蕗酸 Ca45
の selfabsorption curve r[. 
よって行った。
実験結果
実験期間中の"1鼠の Ca摂
取晶、 排河fj{在、 Ca利用率、
その他について第3表lζ示し
fご。
乙'>1乙示す Ca利用率は実
験期間中 (.6日間)rζ於げる
Ca利用率であって諺酸 Ca
の利用率でない乙とは勿論である。実験当初、 成熟白鼠、 ~J若白鼠共に 6 匹宛用いたのであるが、
成熟白鼠の No.2、No.5は試験飼料を完全に食べなかったので笑験結果を記す乙とを省く。
第4表A 成熟白鼠 (cpm) 第5~長A 幼若臼鼠(Cpm)
1作|望号|尿 | 災 |屍体 |将腸 | 計
3161 2|必 U叫古川
第5表B 同上比 ~1 (%) 
]竺|喜朗尿|糞|屍体|四 |ーと
づ!iTiT?
Ca45の屍体内沈着並ぴIζ尿、禁への総排総量、
胃腸への残存量について第4表A.B.第5表A.B.に
示した。数値は何れも前述の補正を加えたもので
1∞ 
1∞ 
ある。尚肝臓中の activityは少なかったので屍休中に加えた。
表によってわかるように尿中への Ca~5 の排他は極く少量であり 、 且叉、 毎日大葦ない排泌を示
した。乙れに反し焚:中への排加は多量で、その90%までが第1日、第2日の2日間!(祥地され、3
日以後は急激に減少しているが、最終日の第6日にも尚相当な activityを認めた。その状況を第6
5交に示す。
考 察
第4表、第 5表により Ca45のほとんどが糞中と屍休中lζ現われており、 叉民休の activityの
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第B表 3度中への Ca~G 排准状況(Cpm)
静 |翌朝 1 I 2I 3I 4I 5I 6
1 1 間側1750 700 3∞ 成熱 2 3 31∞ 950 9∞ 550 
自 4 16∞ 7∞ 600 4∞ 
鼠
3 6 7450 2350 750 350 
1 349ω 180 230 
幼 1 2 19740 130 1∞ 
ト一一
若 3 29840 110 170 
自
2 4 お820 70 70 
鼠 5 29770 210 110 
3 6 35010 390 2∞ 
高い動物は糞中のそれが低く、屍休の
activityの低いものは養中に向く現われて
いることがわかる。 activityの tota1に対
して屍休には成熟白鼠では 30-21%の沈着
を示し、 ~J若|斗鼠では20-44~6 を示してい
る。一方禁中へは成熟白鼠77-79%、 幼活
向鼠55-80~6であって、 成熟白鼠は奨、 屍
休共Iζ各苦手共大差ない数値を得ているが、
幼若白鼠は第1務、第2群、第 31洋の聞に
かなりの数値の聞きが見られる。
動物の年令によって Caの利用の度合が
*下痢 異なる乙とは速水等∞の成人と学童につい
ての実験報告等があり 、 ~J若動物の方が Ca の利用効率のよい乙とが認められている。従って吾
kのこの実験l乙於ても幼洛白鼠が成熟白鼠に比べて屍休の activityの比率の高い乙とを予想し
た。結果はやはりず幼若白鼠の方が各群聞の差がかな りあるが、総休的lζ見て幾分高いf直を示して
いる。
Ca45を動物lζ使用して追跡笑験を行う場合考えねばならぬ factorとして Ca-ionの fixation
と exchangeの問題がゐる。 Ca45の ion-exchangeは Ca45の濃度に比例すると荒木等∞は述
べて居る。即ち骨の Ca45の浪度は血清中の Ca45の滋皮によって変化し、 血清中の濃度が高まれ
ば exchangeして骨の Ca45の透度は高まり、血清中の Ca45の浪度が低くなれば、骨の Ca45は
血清中へ exchangeする。
しかし Ca45の 1eve1が一定の後は動物の年令によって異るものであり、これについては Har-
rison et a1.ωの白鼠を用いての実験がある。彼の報告によれば、生後6-8週間の正常な白鼠.では
大休45時間で骨tζ沈着した Caの50%が休液の Caによって ほ'changeされ、 生後15-2QJ車問の
白鼠はそれより遅いと述べている。 Arn01d(lO)は兎に Ca45を静脈注射して成熟した骨と生長中の
骨に固定する Ca45の濃度について観察して、骨の中に入った Ca45は幼若動物の場合、 最初会く
不安定で Ca45投与後24時間以内lζexchangeし、1日-21日の聞には殆どおこらなかったこ と、及
ぴ成熟動物では最初固定した Ca45は幼若動物のような不安定な形でないζ とを報告し、彼の浦上・
教授に宛てた最近の私信(11)によれぽ幼若動物は大休50~6、 成黙動物は 1 %の exchange をするら
しいと報じている。
以上 ion-fixationと exchangeの問怨は未だ研究中のζとであり、確かな数値は認められてい
ないのであるが、ζれら先人の報告を入れて吾kの笑験結果について考察するに、幼若円鼠の屍休
中の activityは Ca45投与後1日乃至2自にはもっと高い値を示していたであろうと推測され
る。それに比して成熟白鼠の方は第1日~第6日まで変らない数値を持ち続けていたのであろう。
いh変れば第4表、第5表lζ示された Ca45の屍休内沈着から諺酸 Caの利用度をみるとき成熟白
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鼠は20-21%そのま〉であり、幼若白鼠は20-44%より上廻る利用率を示すものであろうと考えら
れる。
幼若白鼠の屍体の activityが Diet の'錨煩により影響を受けて各群聞にかなりの数値の開きの
ある ζ とについては、吾kの今後'の笑験では動物数も少し叉ζの.径の女献もないので、乙の問題
については今後の研究にまちたい。
前報ωで吾，，"ま諺酸caはいままで一般に考えられていた程、利用されないものではない事を立
証した。岩尾ω)(13)(1心も叉同様の結泉を報告しており、野菜中の Caが牛乳のそれに比して利用率
が悪いのは諺酸及び可溶性蕗酸塩によるものである事を明らかにしている。
乙の突験で諺酸 CaIr.乳酸 Ca、 第 2燐酸 Ca、及び炭酸 Caをそれぞれ混合して投与した結栄
はやはり務酸 Caは相当量利用されるものである ζとがわかった。混合に用いた Ca塩は何れも
問液によく溶解して ion化され(15)動物lとよく利用されるものであるから、 若し諺酸 Caが利用
されないものでゐるなら混在する利用し易い Ca塩を選択的K利用して修酸 Caは休外へ速やか
に排泌されるものと考えられ、従って実験期間 (6日間)を経過した後の、・民休の activityはも
っと低いはづである。乙れらの理由より、穆酸 Caは利用され易い形態のCa塩と混在していても
明らかに利用主れるものであると考える。
Summary 
Radioactive calcium oxalate was employed to study per cent utilization of calucium 
oxalate when administered together with calcium lactate， calcium phosphate or calcium 
carbonate. In mature rats， no differences in calcium utilization were observed with 
different salts admixed and six days after the administration of Ca45， 20-21% of the 
total calcium given was fixed as body calcium. ln young rats， on the other hand， some 
differences were shown by different salts admixed and a wide variation in calcium 
fixation， 20-44%， was observed six days after the administration of Ca45• 
These results support our previous finding that calcium oxalate can be utilized and 
indicate also that the oxalate is fixed as body calcium even in the presence of other 
calcium salts which have been known to be well utilized. 
Ca45の入手に当って御尽力下さり、 叉種 k御指導賜った浦上教授、 並びに御指導御校閲を賜っ
た茶珍教授に心尽の謝意を表する。
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